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令
和
２
年
第
２
回　
町
議
会
定
例
会

　
令
和
２
年
第
２
回
町
議
会
定
例
会
が
６
月
10
日
（
水
）
か
ら
18
日
（
木
）
ま
で
の
会

期
で
開
か
れ
、
行
政
報
告
や
一
般
質
問
な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
令
和
２
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
報
告

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防

対
策
及
び
緊
急
経
済
対
策
に
つ
い
て

　
３
月
26
日
（
木
）
に
、 

県
内
で
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
確
認
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
４
月
３
日
（
金
）

臨
時
課
長
会
を
開
催
し
、
町
健
康
危

機
管
理
対
策
本
部
設
置
要
綱
に
基
づ

き
、
町
健
康
危
機
管
理
対
策
本
部
設

置
を
決
定
し
、
第
１
回
対
策
会
議
を

開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
国
等
の

動
向
に
合
わ
せ
６
回
の
対
策
本
部
会

議
を
開
催
し
、 

感
染
症
対
策
等
に
つ

い
て
、 

協
議
・
情
報
の
共
有
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

主
な
感
染
症
予
防
対
策
と
し
て
、 

転
入
者
向
け
の
チ
ラ
シ
を
作
成
し
戸

籍
住
民
係
窓
口
で
の
配
布
、「
南
種
子

町
に
お
住
ま
い
の
皆
様
へ
」
の
チ
ラ

シ
の
全
世
帯
配
布
、
西
之
表
保
健
所

等
関
係
機
関
と
の
情
報
交
換
や
連
携

の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
町
の
独
自
の
経
済
対
策

と
し
て
、
全
町
民
に
対
し
て
１
人
当

た
り
５
千
円
の
「
宇
宙
の
ま
ち
生
活

応
援
ク
ー
ポ
ン
券
（
宇
未
ち
ゃ
ん
ク
ー

ポ
ン
券
）」
を
５
月
下
旬
に
発
送
し

ま
し
た
。
事
業
者
に
対
し
て
は
最
大

25
万
円
を
給
付
す
る
「
宇
宙
の
ま
ち

持
続
化
支
援
金
」
を
は
じ
め
、
水
道

基
本
料
金
の
３
カ
月
免
除
、
児
童
手

当
の
１
万
円
上
乗
せ
、
ひ
と
り
親
家

庭
へ
の
１
万
円
給
付
、
種
子
島
中
央

高
校
通
学
バ
ス
助
成
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
対
策
を
打
ち
出
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
停
滞
し
て
い
る
観
光
振

興
も
含
め
て
経
済
を
し
っ
か
り
と
支

え
、
南
種
子
町
の
活
性
化
を
図
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

令
和
元
年
度
産
さ
と
う
き
び
の
生
産

状
況
に
つ
い
て

　

種
子
島
全
体
の
栽
培
面
積
は

２
１
２
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
本
町
は

４
３
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
栽
培
面
積
と

な
り
ま
し
た
。
製
糖
工
場
の
操
業
は
、

１
１
３
日
間
で
終
了
し
、
種
子
島
管

内
の
平
均
単
収
は
６
１
０
７
㎏
、
本

町
の
単
収
は
５
３
０
２
㎏
で
し
た
。

　

次
に
、
ト
ン
当
た
り
価
格
は
、
原

料
代
分
と
交
付
金
分
を
合
わ
せ
て
、

２
万
１
２
５
５
円
、
10
ア
ー
ル
当

た
り
12
万
９
８
０
４
円
と
な
り
、
本

町
の
さ
と
う
き
び
生
産
額
は
約

４
億
８
７
０
６
万
円
で
あ
り
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
産
さ
と
う
き
び
の
生

産
状
況
に
つ
い
て
は
、
３
年
ぶ
り
の

回
復
基
調
で
推
移
し
台
風
被
害
も
な

く
天
候
に
恵
ま
れ
た
も
の
の
、
収
穫

面
積
の
７
割
を
占
め
る
株
出
し
圃
場

で
前
期
ま
で
の
台
風
影
響
に
よ
り
茎

数
が
少
な
か
っ
た
こ
と
が
響
き
、
平

年
を
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
と
う
き
び
栽
培
は
、
近
年
、
度

重
な
る
台
風
襲
来
を
受
け
不
作
が
続

き
、
町
単
独
の
さ
と
う
き
び
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
エ
イ
ト
事
業
や
国
の
さ
と
う
き

び
増
産
基
金
事
業
を
活
用
し
た
生
産

対
策
を
講
じ
て
お
り
ま
す
が
、
厳
し

い
経
営
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

種
子
島
さ
と
う
き
び
生
産
振
興
を

図
る
た
め
、
熊
毛
地
域
の
奨
励
品
種

に
選
定
さ
れ
た
新
品
種
の
「
は
る
の

お
う
ぎ
」
は
、
来
年
３
月
か
ら
農
家

の
皆
さ
ん
に
種
苗
用
と
し
て
苗
の
配

布
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

さ
と
う
き
び
は
、
本
町
を
支
え
る

重
要
な
土
地
利
用
型
作
物
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
国
の
さ
と
う
き
び
増
産
推

進
支
援
事
業
等
を
フ
ル
活
用
し
て
、

持
続
的
に
栽
培
で
き
る
よ
う
各
政
策

を
講
じ
、
農
業
所
得
向
上
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

令
和
元
年
度
南
種
子
町
繰
越
明
許
費
繰

越
計
算
書

　

長
谷
大
浦
線
大
浦
橋
補
修
事
業
ほ

か
５
件
の
事
業
で
、
繰
越
額
の
確
定

に
伴
う
も
の
。

南
種
子
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て

報
告
案
件

条
例
案
件
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新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
緊
急
経
済
対

策
に
つ
い
て
地
方
税
法
の
一
部
が
改

正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
規
定

を
改
正
す
る
も
の
。

南
種
子
町
特
定
職
員
等
住
宅
管
理
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て

　

民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が

施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の
。

南
種
子
町
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
管
理

条
例
の
全
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て

　

民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が

施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の
。

南
種
子
町
一
般
住
宅
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
全
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が

施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の
。

南
種
子
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感

染
し
た
者
等
に
対
す
る
傷
病
手
当
金
の

支
給
に
つ
い
て
、
国
民
健
康
保
険
法
施

行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
が
施
行

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の
。

南
種
子
町
介
護
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　
消
費
税
率
10
％
へ
の
引
上
げ
に
伴
う

保
険
料
軽
減
に
つ
い
て
、
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の
。

南
種
子
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て

　
鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
の
条
例
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の
。

南
種
子
町
肉
用
牛
貸
付
基
金
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　
優
良
繁
殖
雌
子
牛
等
の
導
入
に
伴
う

貸
付
額
の
最
高
限
度
額
を
見
直
す
た

め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

事
件
案
件

南
種
子
辺
地
総
合
整
備
計
画
の
変
更

に
つ
い
て

　

整
備
計
画
の
施
設
名
及
び
事
業
費

等
に
つ
い
て
、
追
加・変
更
す
る
も
の
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

南
種
子
町
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ

ル
化
整
備
工
事
の
契
約
に
係
る
も
の
。

予
算
案
件

令
和
２
年
度
南
種
子
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

　
８
７
３
１
万
２
千
円
を
減
額
し
、
総

額
62
億
３
０
７
３
万
７
千
円
と
す
る

も
の
。

【
歳
入
の
主
な
も
の
】

県
地
域
振
興
事
業
補
助
金
の
減
額
、

中
南
広
域
斎
苑
火
葬
場
増
改
築
事
業

債
な
ど

【
歳
出
の
主
な
も
の
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
る
各
種
会
議
・
大
会
の
中
止

に
伴
う
減
額
、
国
庫
補
助
事
業
の
内

示
に
伴
う
も
の
や
県
地
域
振
興
事
業

の
不
採
択
に
伴
う
各
事
業
の
減
額
、

火
葬
場
増
改
築
に
伴
う
中
南
衛
生
管

理
組
合
へ
の
負
担
金
の
追
加
な
ど

令
和
２
年
度
南
種
子
町
国
民
健
康
保

険
事
業
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

　
傷
病
手
当
金
が
主
な
も
の
で
、
２
９

７
万
６
千
円
を
減
額
し
、
９
億
９
５
６

万
１
千
円
と
す
る
も
の
。

令
和
２
年
度
南
種
子
町
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

前
年
度
地
域
支
援
事
業
支
払
基
金

交
付
金
精
算
返
納
金
が
主
な
も
の
で
、

２
７
７
万
円
を
追
加
し
、
６
億
９
５
８

１
万
７
千
円
と
す
る
も
の
。

令
和
２
年
度
南
種
子
町
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

　
通
信
運
搬
費
が
主
な
も
の
で
、
６
万

６
千
円
を
追
加
し
、
８
７
０
４
万
２
千

円
と
す
る
も
の
。

令
和
２
年
度
南
種
子
町
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

業
務
の
予
定
量
に
西
部
小
田
地
区

配
水
管
新
設
工
事
を
追
加
し
、
予
算

額
を
組
み
替
え
る
も
の
。

人
事
案
件

南
種
子
町
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て

　

現
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
新

た
に
任
命
し
た
い
た
め
、
同
意
を
求

め
る
も
の
。
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Town Topics
　５月１３日の臨時議会前に、提案予定であった新型コロナウイルス関連予算について、報道発表（５
月１２日）されたことについて『議会軽視ではないか。』『議会は必要ないのではないか。』『一部の議
会議員の中に報道発表問題なしの発言があり給料泥棒と言っても過言ではない。』などの不適切な内
容が、インターネット上に書き込まれました。
　また、今回の書き込みに対し、町民や出郷者などからご心配して頂き、多くのお声もいただきまし
たので、ここにお知らせします。
　なお、臨時議会においても同様の質問がありましたが、町といたしましては、次のような考えによ
り報道発表をしたところであり、議会においても以下の答弁をいたしました。

　この議会前の報道発表の是非については、６月４日に全国議長会・鹿児島県に確認をいたしました
ところ、以下のような回答を頂きました。

以上のことから何ら問題ないとの見解でありました。
　この件については、町議会においても質問があり、６月２日には町議会運営委員会（小園實重委員
長）で未決事項についての報道に対する決議要請もあったことから、また、町民や出郷者からの関心
も高いので、ここに内容を要約してお知らせします。
　今後も、町政の重要事項については鹿児島県をはじめ、他の自治体同様、住民に積極的に情報発信
できるよう努めていかなければと考えておりますので、皆さまのご理解をお願いいたします。

《町長答弁》
　この新型コロナ関係について、また経済対策については、まずコロナ禍より人々の命や健康を守
るということは言うまでもありませんが、飲食店主など個人事業主の方々の生活を守るということ
は、事業主の命を守ることにもなるわけであります。そういうことからも、行政も可能な限り柔軟
な対策が求められており、県内の各市町村においても独自のコロナ支援策を次々と打ち出してきて
いるところであります。
　ちなみに、５月２日の新聞報道においては、たくさんの自治体が報道発表されておりますが、多
くの自治体が発表後の５月中旬の臨時会へ提案するということで、主な内容を発表されております。
どこの自治体も、住民の不安払拭のためにこのような対応をとっておりますが、これが議会軽視と
いうことであれば、今後の補正などについて、５月１日の臨時会で申し述べましたとおり、専決処
分による対応などについても考えていかなければいけないと思います。
　私といたしましては、議会を軽視したつもりはございませんが、報道発表いたしましたのは、『５
月１３日臨時会に提案する南種子町新型コロナウイルス対策支援事業の主な内容』ということでお
知らせいたしたところであります。

《報道関係の記者発表についての全国議長会・鹿児島県の見解》
・全国的にどこの自治体でも行われている行為であって、近年は、特に情報公開の原則が主流であり、
細やかな詳細を発表している訳でないので問題はない。
・報道者は、情報収集の努力を日々重ね、報道の自由を掲げて取り組んでいる。（記事の文責はあ
くまでも報道者とのこと。）
・執行権と提案権は執行部の専権事項であり、提案内容を決定した段階で公開せざるを得ない。（告
示後に発表されており問題なしとのこと。）

議会提案前の報道発表と全国議長会等の見解について（お知らせ）議会提案前の報道発表と全国議長会等の見解について（お知らせ）
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行政トピックス
　

町
で
は
、
今
年
度
中
に
65
歳
を

迎
え
る
方
と
、
予
防
接
種
の
特
例

と
し
て
70
歳
・
75
歳
・
80
歳
・
85
歳
・

90
歳
・
95
歳
・

100
歳
を
迎
え
る
方
へ

肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の
助
成
を
行

い
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
に

肺
炎
球
菌
予
防
接
種
を
受
け
た
こ

と
の
な
い
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
予
防
接
種
費
用
に
つ
い
て

は
、
一
部
自
己
負
担
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
対
象
者
は
下
表
の
と

お
り
で
す
。
65
歳
の
定
期
接
種
の
対

象
者
の
方
へ
は
、
す
で
に
個
別
に
通

知
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
70
歳

以
上
の
方
で
助
成
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

　
役
場
保
健
福
祉
課　
健
康
保
険
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
３
１
）

肺
炎
球
菌
予
防
接
種
助
成
の
お
知
ら
せ

　

町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
集
団
の
女
性
が
ん
検

診
を
延
期
し
て
お
り
ま
す
。

　

延
期
日
程
は
調
整
中
の
た
め
、
６
月
か

ら
医
療
機
関
に
お
い
て
受
診
が
で
き
る
個

別
の
女
性
が
ん
検
診
を
開
始
し
て
お
り
ま

す
。
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役
場
保

健
福
祉
課
健
康
保
険
係
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◆
受
診
可
能
医
療
機
関

　
子
宮
頸
が
ん
検
診

　
・
種
子
島
産
婦
人
科
医
院

　
・
相
良
病
院

　
乳
が
ん
検
診

　

・
相
良
病
院

◆
受
診
料
金

　

子
宮
頸
が
ん
検
診　
２
千
円

　
乳
が
ん
検
診　
２
千
円

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
保
健
福
祉
課　
健
康
保
険
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
３
１
）

女
性
が
ん
検
診

（
個
別
検
診
）
の
お
知
ら
せ

今年度到達年齢 対象生年月日（誕生日以前でも接種できます。）
６５歳 昭和 30 年４月２日生　～　昭和 31 年４月１日生
７０歳 昭和 25 年４月２日生　～　昭和 26 年４月１日生
７５歳 昭和 20 年４月２日生　～　昭和 21 年４月１日生
８０歳 昭和 15 年４月２日生　～　昭和 16 年４月１日生
８５歳 昭和 10 年４月２日生　～　昭和 11 年４月１日生
９０歳 昭和　5 年４月２日生　～　昭和　6 年４月１日生
９５歳 大正 14 年４月２日生　～　昭和　元年４月１日生

１００歳 大正　9 年４月２日生　～　大正 10 年４月１日生

　

町
で
は
、
４
月
か
ら
平
日
の
業
務
時
間

外
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
す
る
業
務
の

み
窓
口
を
開
庁
し
て
い
ま
す
。

◆
開
庁
日

　
・
毎
週
火
曜
日

　
　
　
午
後
７
時
ま
で

　
・
第
１
日
曜
日

　
　
　
午
前
８
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で

◆
７
月
の
日
程

土土

４

１１

１８

２５

金金

３

１０

１７

２４

３１

木木

２

９

１６

２３

３０

水水

１

８

１５

２２

２９

火火

７

１４

２１

２８

月月

６

１３

２０

２７

日日

５

１２

１９

２６

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
務
課　
戸
籍
住
民
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
１
０
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

申
請
・
交
付
の
お
知
ら
せ
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特
殊
害
虫
「
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
」
は
、

平
成
27
年
に
屋
久
島
で
四
十
数
年
ぶ
り

に
侵
入
が
確
認
さ
れ
、
翌
年
７
月
に
根

絶
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
屋
久
島
で

は
平
成
29
年
、
令
和
元
年
と
再
び
確
認

さ
れ
、
今
年
６
月
に
も
２
匹
の
侵
入
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
本

町
で
も
平
成
27
年
か
ら
継
続
し
て
調
査

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
幸
い
に
も
種
子

島
に
は
侵
入
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
う

し
た
状
況
か
ら
、
引
き
続
き
警
戒
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
は
、
体
長
が

７
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
程
度
の
ハ
エ
で
、
タ

ン
カ
ン
や
ポ
ン
カ
ン
等
の
柑
橘
や
、
マ

ン
ゴ
ー
や
バ
ン
ジ
ロ
ウ
（
グ
ァ
バ
）
な

ど
の
果
樹
、
ピ
ー
マ
ン
や
ナ
ス
な
ど
実

の
な
る
野
菜
全
般
に
幼
虫
が
寄
生
し
甚

大
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
早
期
発
見
・
早
期
防
除

の
観
点
よ
り
、
町
内
５
カ
所
に
お
い
て

誘
殺
ト
ラ
ッ
プ
を
設
置
し
、
侵
入
確
認

調
査
を
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
も
し
、
写
真
に
似
た
ハ
エ
や
被
害
に

あ
っ
た
果
実
を
発
見
し
た
場
合
は
、
確

認
作
業
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
発

見
し
た
日
付
・
場
所
・
周
辺
の
植
物
を

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

　
役
場
総
合
農
政
課　
農
業
振
興
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
３
１
３
）

特
殊
害
虫
「
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ

ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
」
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！ミカンコミバエ幼虫 （ウジ）ミカンコミバエ成虫

（写真出典 ：植物防疫所ＨＰ）

　
南
種
子
町
水
稲
無
人
ヘ
リ
航
空
防
除

連
絡
協
議
会
は
、
町
内
全
域
を
対
象
に

共
同
作
業
で
の
防
除
体
制
を
組
織
し
て

い
ま
す
。

　
同
協
議
会
で
は
、
作
業
労
力
の
軽
減・

農
業
経
費
の
低
コ
ス
ト
化
・
農
業
従
事

者
の
高
齢
化
対
策
な
ど
、
よ
り
効
果
の

あ
る
防
除
方
法
と
し
て
航
空
防
除
を
実

施
し
、
日
本
一
早
く
て
お
い
し
い
コ
シ

ヒ
カ
リ
の
生
産
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
６
月
は
、
早
期
水
稲
に
お
け
る
病
害

虫
防
除
の
時
期
で
す
。
本
協
議
会
で
は
、

出
穂
期
の
６
月
17
日（
水
）と
18
日（
木
）

に
、
い
も
ち
病
・
紋
枯
病
・
カ
メ
ム
シ

類
を
対
象
と
し
た
１
回
目
の
一
斉
防
除

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
カ
メ
ム
シ
被
害
は
等
級
格
下
げ
の
大

き
な
要
因
で
す
。
個
人
で
自
主
防
除

さ
れ
る
農
家
の
方
も
、
お
互
い
に
、
よ

り
良
い
防
除
効
果
を
得
る
た
め
、
同
時

期
の
町
内
一
斉
防
除
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

　
南
種
子
町
水
稲
無
人
ヘ
リ
航
空
防
除

連
絡
協
議
会
（
役
場
総
合
農
政
課
内
）

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
３
１
１
）

無人ヘリによる防除の様子

無
人
ヘ
リ

無
人
ヘ
リ
・
ド
ロ
ー
ン

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
水
稲
航
空
防
除
を
実
施

ドローンによる防除の様子



宇宙のまち話題Photo News
Photo News

　6 月 3 日（水）、種子島酪農青壮年部女性部
の皆さんが、毎年６月第３日曜日の父の日を前
に、「父の日のち

・

ち
・

」と「牛乳のち
・

ち
・

」を掛け
た「父の日には牛

ち

乳
ち

を贈ろう！」をスローガン
に、牛乳の消費拡大キャンペーンのため来庁さ
れました。
　「私たち酪農家が一生懸命生産した、安心で
安全な牛乳をたくさん飲んでいただけたら幸い
です。」とあいさつされました。

父（父（牛牛
ちち

乳乳
ちち

）の日キャンペーン）の日キャンペーン
　5 月 25 日（月）、町長室において新規認定農
業者認定式が行われました。
　認定を受けたのは、シキミやヒサカキなどを
メインに経営している牛野進一郎さん（西海）、
さとうきびや澱粉原料用甘藷などをメインに経
営している髙田真盛さん（西之）の２人です。
　認定式では、今後の経営について抱負が述べ
られました。

新規認定農業者認定式新規認定農業者認定式

　宇宙ステーションで活躍する宇宙飛行士の
飲料水精製などを手掛ける株式会社ユニケミー

（名古屋市）の濱地光男会長から、南種子の子
どもたちの音楽活動に役立ててほしいと貴重な
ご寄付をいただきました。
　このご寄付を活用して中平小学校金管バンド
と南種子中学校吹奏楽部にコルネットなどの音
楽備品が配置されました。
　濱地様、ご寄付ありがとうございました。

音楽備品の寄贈音楽備品の寄贈
　新型コロナウイルスの感染症予防対策に役立
ててほしいと、有限会社アステラス　クスリの
河北（代表取締役　河北太一）より、子ども用
マスクと大人用マスクの寄贈がありました。
　寄贈いただいたマスクは、あおぞら保育園の
園児および職員に配布して活用させていただき
ました。
　貴重な寄贈ありがとうございました。

不織布マスク寄贈不織布マスク寄贈

今回認定を受けた牛野進一郎さん（左から３人目）今回認定を受けた牛野進一郎さん（左から３人目）
と髙田真盛さん（左から４人目）と髙田真盛さん（左から４人目）

中平小学校金管バンドのコルネット中平小学校金管バンドのコルネット
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InformationInformation
『
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝

く
じ
』
な
ど
が
発
売
さ

れ
ま
す

　
「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く

じ
」
と
「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン

ボ
ミ
ニ
」
が
、
全
国
で
２

種
類
同
時
発
売
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金

は
、
市
町
村
の
明
る
く
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使

わ
れ
ま
す
。

◆
発
売
期
間

　

７
月
14
日
（
火
）
か
ら

　

８
月
14
日
（
金
）
ま
で

◆
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

○
１
等　

５
億
円
×
21
本

○
前
後
賞
各

　

１
億
円
×
42
本

※
当
せ
ん
本
数
は
発
売
総

額
６
３
０
億
円
・
21
ユ

ニ
ッ
ト
の
場
合

◆
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

○
１
等
１
千
万
円
×
80
本

※
当
せ
ん
本
数
は
発
売
総

額
２
４
０
億
円
・
８
ユ

ニ
ッ
ト
の
場
合

◆
抽
せ
ん
日

　

８
月
21
日
（
金
）

第
11
回
特
別
弔
慰
金
の

請
求
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
４
月
１
日
（
基

準
日
）
に
お
い
て
、
戦
没

者
の
妻
や
父
母
な
ど
が
い

な
い
場
合
に
、
次
の
順
番

で
順
位
が
先
に
な
る
ご
遺

族
お
一
人
に
支
給
さ
れ
ま

す
。

◆
順
位

１ 

令
和
２
年
４
月
１
日
ま

で
に
戦
傷
病
者
戦
没
者

遺
族
等
援
護
法
に
よ
る

弔
慰
金
の
受
給
権
を
取

得
し
た
方

２ 

戦
没
者
等
の
子

３ 

戦
没
者
等
の
①
父
母
②

孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

４ 

１
か
ら
３
以
外
の
戦
没

者
等
の
三
親
等
内
の
親

族
（
甥
・
姪
等
）

◆
支
給
内
容

・
国
債
名
称

第
11
回
特
別
弔
慰
金
国
庫

債
券 

い
号

・
額
面

　
25
万
円
（
５
年
償
還
）

◆
請
求
期
間

 

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら

 

令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

※
請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と

第
11
回
特
別
弔
慰
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
問
＝
役
場
保
健
福
祉
課

福
祉
年
金
係
☎
㉖
１
１
１
１

（
内
線
１
３
６
）

県
立
宮
之
城
高
等
技
術

専
門
校
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
に
つ
い
て

　

中
・
高
校
生
、
一
般
（
お

お
む
ね
30
歳
ま
で
）
を
対
象

に
木
工
・
建
築
大
工
の
体

験
入
校
生
を
募
集
し
ま
す
。

◆
日
時　

７
月
28
日
（
火
）

　

午
前
９
時
か
ら

　

午
後
０
時
半
ま
で

※
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に

よ
り
、
変
更
又
は
中
止
さ

せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。

◆
申
込
期
限

　

７
月
21
日
（
火
）

◆
募
集
人
員　

先
着
30
人

◆
参
加
費

　

無
料
で
す
が
、
１
日
傷

害
保
険
の
加
入
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

◆
申
込
方
法

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。（
申

込
書
は
県
内
の
中
学
、
高

校
、
職
業
安
定
所
、
本
校

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま

す
。）
※
事
前
に
申
し
込
み

状
況
を
電
話
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
＝
県
立
宮
之
城
高
等
技

術
専
門
校
☎
０
９
９
６

（
５
３
）
０
２
０
７

　

放
送
大
学
で
は
、
10
月

か
ら
の
入
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
鹿
児
島
学
習

セ
ン
タ
ー
に
は
、
18
歳
か

ら
90
歳
を
超
え
る
方
ま
で
、

約
１
４
０
０
人
の
学
生
が
、

大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学

び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

様
々
な
目
的
で
学
ん
で
い

ま
す
。

　

テ
レ
ビ
で
授
業
を
行
っ

て
い
る
だ
け
で
な
く
、
そ

の
授
業
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
好
き
な
と
き
に
受
講

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自

然
科
学
な
ど
、
約
３
０
０

の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ

り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上

げ
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
出
願
期
間

第
１
回
は
８
月
31
日
（
月
）

ま
で
、
第
２
回
は
９
月
15

放
送
大
学
10
月
入
学
生

募
集
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情報ひろば
日
（
火
）
ま
で
。

◎
問
＝
放
送
大
学
鹿
児
島

学
習
セ
ン
タ
ー
☎
０
９
９

（
２
３
９
）
３
８
１
１

高
校
生
の
税
の
作
文
募

集
　

国
税
庁
で
は
、
今
年
も

高
校
生
の
皆
さ
ん
か
ら
税

に
関
す
る
作
文
を
募
集
し

ま
す
。

　

テ
ー
マ
は
「
税
の
意
義

と
役
割
に
つ
い
て
考
え
た

こ
と
」
で
す
。

　

内
容
は
、
税
に
関
す
る

ニ
ュ
ー
ス
や
身
近
な
税
の

話
題
に
つ
い
て
考
え
た
こ

と
な
ど
、
自
ら
の
言
葉
で

表
現
し
て
い
る
も
の
で
あ

れ
ば
何
で
も
結
構
で
す
。

◆
文
字
数

　

８
０
０
字
以
上

　

１
２
０
０
字
以
内

◆
締
め
切
り

　

９
月
７
日
（
月
）
必
着

◎
問
＝
種
子
島
税
務
署
☎
㉒

０
４
４
０
※
自
動
音
声
案
内

に
従
い
「
２
」
を
選
択

九
州
電
力
送
配
電（
株
）

か
ら
感
電
事
故
防
止
の

お
願
い

　

九
州
電
力
送
配
電
（
株
）

で
は
、
毎
年
８
月
の
「
電

気
使
用
安
全
月
間
」（
経
済

産
業
省
主
唱
）
に
合
わ
せ
、

感
電
事
故
防
止
の
た
め
の

活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

電
線
付
近
で
の
魚
釣
り

や
セ
ミ
と
り
を
し
な
い
こ

と
、
切
れ
た
電
線
に
絶
対

触
れ
な
い
こ
と
、
ま
た
鉄

塔
や
変
電
所
な
ど
へ
近
づ

か
な
い
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
。

◎
問
＝
九
州
電
力
送
配
電
株

式
会
社
熊
毛
配
電
事
業
所

【
無
料
電
話
】
☎
０
１
２
０

（
９
８
６
）
８
０
７

「
夏
の
交
通
事
故
防
止

運
動
」
の
実
施
に
つ
い

て◆
運
動
期
間

　

７
月
11
日
（
土
）
か
ら

　

７
月
20
日
（
月
）
ま
で

◆
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
鹿
児
島
の
夏
！　

マ
ナ
ー   

が
輝
く　

快
適
ロ
ー
ド
」

◆
運
動
の
重
点

○
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交

通
事
故
防
止

○
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
の
着
用
と
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
使

用
の
徹
底

○
飲
酒
運
転
・
あ
お
り
運

転
等
無
謀
運
転
の
根
絶

○
自
転
車
利
用
時
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
と
自
転
車
損

害
賠
償
保
険
等
へ
の
加
入

の
徹
底

○
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

◎
問
＝
県
庁
く
ら
し
共

生
協
働
課
☎
０
９
９

（
２
８
６
）
２
５
２
３

「
肝
臓
週
間
」
の
実
施

に
つ
い
て

　
７
月
27
日
（
月
）
か
ら
８

月
２
日
（
日
）
は
「
肝
臓
週

間
」
と
し
て
、
肝
疾
患
に
つ

い
て
の
正
し
い
知
識
の
普
及

と
、
予
防
の
重
要
性
に
つ
い

て
の
認
識
を
高
め
る
た
め
、

全
国
的
に
啓
発
活
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　
例
年
、
こ
の
週
間
に
合
わ

せ
て
、
県
内
各
保
健
所
で
は

平
日
夜
間
等
に
ウ
イ
ル
ス
性

肝
炎
無
料
検
査
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

※
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

実
施
で
き
な
い
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。。

◎
問
＝
西
之
表
保
健
所
☎
㉒

０
０
３
２

◎
問
＝
県
庁
健
康
増
進

課
☎
０
９
９
（
２
８
６
）

２
７
２
４

　

例
年
「
広
報
み
な
み
た

ね
」
７
月
号
に
募
集
案
内

を
掲
載
し
て
い
ま
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、

次
号
（
８
月
号
）
に
募
集

案
内
を
掲
載
予
定
と
し
て

お
り
ま
す
。

　

町
で
は
「
南
種
子
町
未

来
会
議
」
を
設
置
し
、
町

の
発
展
に
つ
い
て
一
緒
に

な
っ
て
進
め
て
い
た
だ
け

る
委
員
の
皆
様
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま

し
て
は
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
＝
役
場
企
画
課
企
画

開
発
係
☎
㉖
１
１
１
１
（
内

線
１
７
２
）

職
員
採
用
試
験
に
つ
い

て南
種
子
町
未
来
会
議
委

員
の
募
集
に
つ
い
て



　

学
校
再
開
か
ら
１
月
が
経
過
し
ま
し
た
。

依
然
と
し
て
様
々
な
制
約
は
あ
り
ま
す
が
、

学
校
に
も
日
常
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
ん

な
中
平
小
の
毎
日
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
の

が
５
・
６
年
生
全
員
に
よ
る
委
員
会
活
動
で

す
。「
総
務
、
図
書
、
美
化
・
飼
育
栽
培
、
保

健
・
運
動
、
給
食
、
放
送
・
広
報
」
の
６
つ

の
委
員
会
に
分
か
れ
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

そ
の
委
員
会
の
委
員
長
が
集
ま
り
、
月
に
１

回
代
表
・
保
健
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
代
表
・
保
健
委
員
会
は
、
昨
年
度
ま
で

45
分
間
だ
っ
た
の
が
15
分
間
と
な
り
ま
し
た
。

短
い
時
間
で
ど
う
や
っ
て
効
率
よ
く
話
し
合

い
を
進
め
決
定
し
て
い
く
の
か
、
令
和
２
年

度
中
平
小
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
ひ
と
つ
で
す
。中平中平小学校小学校

　

５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
、
自
分
の
命
は
自

分
で
守
れ
る
よ
う
に
学
習
す
る
時
間
と
し
て
、

風
水
害
対
策
・
不
審
者
対
策
・
地
震
対
策
の
避

難
訓
練
や
交
通
安
全
教
室
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

６
月
３
日
（
水
）
に
行
わ
れ
た
交
通
安
全
教

室
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
登
下
校
で
き

る
よ
う
に
、
本
年
度
も
警
察
署
の
方
を
お
呼
び

し
て
講
話
を
お
願
い
し
た
り
、
具
体
的
な
例
を

示
し
て
ど
う
し
た
ら
自
分
の
身
を
守
れ
る
か
を

考
え
た
り
し
ま
し
た
。
こ
の
時
間
だ
け
に
限
ら

ず
、
今
後
も
学
習
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
臨
時
休
業
が

続
き
、
５
月
11
日
（
月
）
か
ら
や
っ
と
教
育
活
動

が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら
花
峰
小
に
新
し

く
宇
宙
留
学
生
と
し
て
や
っ
て
き
た
６
人
の
子
ど

も
た
ち
も
だ
い
ぶ
花
峰
の
生
活
に
も
慣
れ
、
地
元

の
子
ど
も
た
ち
と
仲
良
く
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま

す
。

  

５
月
16
日
（
土
）
に
家
庭
教
育
学
級
開
級
式
を

行
い
、
対
面
式
を
行
っ
た
後
、
子
ど
も
た
ち
と
保

護
者
の
方
々
で
交
通
安
全
教
室
や
救
急
救
命
法
講

習
会
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
水
泳
学
習
に
向
け
て

み
ん
な
で
プ
ー
ル
掃
除
も
し
ま
し
た
。
合
図
に
合

わ
せ
て
床
や
壁
を
磨
き
、
瞬
く
間
に
綺
麗
に
な
り

ま
し
た
。

　

当
日
お
越
し
い
た
だ
い
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
も
う
す
ぐ
始
ま
る
水
泳
学
習
が

と
て
も
楽
し
み
で
す
。

花峰花峰小学校小学校
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
で
頑
張
り
ま
す
！

交
通
安
全
教
室

委
員
会
活
動

長谷長谷小学校小学校
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い
じ
め
を
「
し
な
い
」、「
さ
せ
な
い
」、「
許
さ
な
い
」。
今

年
度
も
、
生
徒
会
役
員
か
ら
い
じ
め
撲
滅
宣
言
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

南
種
子
中
学
校
で
は
、
毎
月
い
じ
め
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
年
に
３
回
「
い
じ
め
問
題
を
考

え
る
旬
間
」
を
設
定
し
、
全
校
で
い
じ
め
問
題
に
つ
い
て
考

え
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
、
校
長
先
生
に
よ
る
講
話
、
生
徒

会
役
員
に
よ
る
い
じ
め
撲
滅
宣
言
、
い
じ
め
問
題
を
題
材
に

し
た
道
徳
の
授
業
な
ど
を
通
し
て
、
互
い
に
意
見
交
換
な
ど

を
行
い
、
い
じ
め
問
題
に
つ
い
て
深
く
考
え
ま
し
た
。
自
他

の
命
を
尊
重
し
、
優
し
い
気
持
ち
を
も
ち
、
全
員
が
過
ご
し

や
す
い
南
種
子
中
学
校
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

南種子南種子中学校中学校

い
じ
め
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
！

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
長
い
間
学
校

休
校
で
し
た
が
、
５
月
に
再
開
さ
れ
、
大
川
小
学
校
も
少
し
ず
つ

日
常
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
な
か
な
か
従
来
通
り
の
活
動

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
た
ち
と
楽
し
く
、
真
剣
に
学
び
を
重

ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　

青
空
の
も
と
、
み
ん
な
と
遊
べ
た
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
も
、
目
標

に
向
か
っ
て
み
ん
な
と
取
り
組
む
一
輪
車
も
、
み
ん
な
と
一
緒
だ

か
ら
楽
し
く
頑
張
れ
ま
す
。

　

大
川
小
学
校
14
人
。西
海
に
声
を
轟
か
せ
な
が
ら
、学
習
や
運
動
、

そ
し
て
遊
び
も
精
一
杯
楽
し
み
ま
す
。

や
っ
と
も
ど
れ
た
学
校
生
活

大川大川小学校小学校
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「
こ
う
の
と
り
」
９
号
機

「
こ
う
の
と
り
」
９
号
機

打
ち
上
げ
成
功
！

打
ち
上
げ
成
功
！

　
５
月

　
５
月
2121
日
（
木
）
午
前
２
時

日
（
木
）
午
前
２
時
3131
分分

0000
秒
（
日
本
標
準
時
）、
Ｈ

秒
（
日
本
標
準
時
）、
Ｈ--

Ⅱ
Ｂ
ロ

Ⅱ
Ｂ
ロ

ケ
ッ
ト
９
号
機
に
よ
り
、
宇
宙
ス
テ
ー

ケ
ッ
ト
９
号
機
に
よ
り
、
宇
宙
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
補
給
機
「
こ
う
の
と
り
」
９

シ
ョ
ン
補
給
機
「
こ
う
の
と
り
」
９

号
機（
Ｈ
Ｔ
Ｖ
９
）が
打
ち
上
げ
ら
れ
、

号
機（
Ｈ
Ｔ
Ｖ
９
）が
打
ち
上
げ
ら
れ
、

５
月
５
月
2525
日
（
月
）
に
無
事
国
際
宇
宙

日
（
月
）
に
無
事
国
際
宇
宙

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
と
到
着
し
ま
し
た
。

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
と
到
着
し
ま
し
た
。

「
こ
う
の
と
り
」
は
今
回
が
最
後
の

「
こ
う
の
と
り
」
は
今
回
が
最
後
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
な
り
、
今
後
は
現
在

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
な
り
、
今
後
は
現
在

開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
新
型
宇
宙

開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
新
型
宇
宙

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
補
給
機
「
Ｈ
Ｔ
Ｖ
―

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
補
給
機
「
Ｈ
Ｔ
Ｖ
―

Ｘ
」
に
バ
ト
ン
を
渡
し
ま
す
。

Ｘ
」
に
バ
ト
ン
を
渡
し
ま
す
。

　
今
回
「
こ
う
の
と
り
」
を
打
ち
上

　
今
回
「
こ
う
の
と
り
」
を
打
ち
上

げ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

げ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
南

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
南

種
子
町
漁
業
協
同
組
合
様
か
ら
マ
ス

種
子
町
漁
業
協
同
組
合
様
か
ら
マ
ス

ク
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
多

ク
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
多

く
の
方
々
に
打
ち
上
げ
を
支
え
て
い

く
の
方
々
に
打
ち
上
げ
を
支
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
そ
こ
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
と
最
前
線
で
戦
う
医
療
に
従

感
染
症
と
最
前
線
で
戦
う
医
療
に
従

事
さ
れ
る
方
々
、
地
元
の
皆
さ
ま
を

事
さ
れ
る
方
々
、
地
元
の
皆
さ
ま
を

は
じ
め
今
回
の
打
ち
上
げ
に
対
し
て

は
じ
め
今
回
の
打
ち
上
げ
に
対
し
て

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
全

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
全

て
の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込

て
の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込

め
て
、
機
体
の
青
色
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

め
て
、
機
体
の
青
色
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

お
よ
び
、「
感
謝
」「
希
望
」
の
ス
テ
ッ

お
よ
び
、「
感
謝
」「
希
望
」
の
ス
テ
ッ

カ
ー
の
掲
示
を
行
い
ま
し
た
。

カ
ー
の
掲
示
を
行
い
ま
し
た
。

※
機
体
の
青
色
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
画
像
に
つ
い
て

※
機
体
の
青
色
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
画
像
に
つ
い
て

は
、
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

は
、
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
打
ち
上
げ
へ
の
ご
理
解
・
ご
協
力

　
打
ち
上
げ
へ
の
ご
理
解
・
ご
協
力  

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ＨＨ--

Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト

Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
4242
号
機
の

号
機
の

打
ち
上
げ
が
決
定
！

打
ち
上
げ
が
決
定
！

　
Ｈ
　
Ｈ--

Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト

Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
4242
号
機
に
よ

号
機
に
よ

る
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）

る
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）

の
火
星
探
査
機

の
火
星
探
査
機  「
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
」
の
打
ち

「
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
」
の
打
ち

上
げ
が
決
定
し
ま
し
た
。

上
げ
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
「
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
」
は
、
火
星
の
大
気
を

　
「
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
」
は
、
火
星
の
大
気
を

写
真
撮
影
に
て
観
測
し
、
火
星
に
存

写
真
撮
影
に
て
観
測
し
、
火
星
に
存

在
す
る
水
素
や
酸
素
が
ど
の
よ
う
に

在
す
る
水
素
や
酸
素
が
ど
の
よ
う
に

宇
宙
へ
と
流
出
し
て
し
ま
う
か
を
明

宇
宙
へ
と
流
出
し
て
し
ま
う
か
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
す
。

　
「
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
」
の
打
ち
上
げ
は
、
同

　
「
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
」
の
打
ち
上
げ
は
、
同

国
の
火
星
移
住
計
画
「
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｓ

国
の
火
星
移
住
計
画
「
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｓ

２
１
１
７
」
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

２
１
１
７
」
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

ま
す
。
同
計
画
は
研
究
開
発
や
教
育

ま
す
。
同
計
画
は
研
究
開
発
や
教
育

な
ど
を
目
的
と
し
、
教
育
に
お
い
て

な
ど
を
目
的
と
し
、
教
育
に
お
い
て

は
「
将
来
の
世
代
に
（
中
略
）
発
見

は
「
将
来
の
世
代
に
（
中
略
）
発
見

と
探
求
の
文
化
を
根
付
か
せ
る
」
こ

と
探
求
の
文
化
を
根
付
か
せ
る
」
こ

と
を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

と
を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

○
打
ち
上
げ
予
定
日
時

○
打
ち
上
げ
予
定
日
時

　
７
月

　
７
月
1515
日
（
水
）
５
時

日
（
水
）
５
時
5151
分分
2727
秒秒

○
打
ち
上
げ
予
備
期
間

○
打
ち
上
げ
予
備
期
間

　
７
月

　
７
月
1616
日（
木
）～
８
月

日（
木
）～
８
月
1313
日（
木
）

日（
木
）

打
ち
上
げ
後
の

打
ち
上
げ
後
の

白
色
粉
の
降
下
に
つ
い
て

白
色
粉
の
降
下
に
つ
い
て

　
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
後
に
白
色
粉

　
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
後
に
白
色
粉

の
降
下
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
町

の
降
下
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
町

の
防
災
行
政
無
線
（
打
ち
上
げ
日
の

の
防
災
行
政
無
線
（
打
ち
上
げ
日
の

前
日
お
よ
び
当
日
）
に
て
お
知
ら
せ

前
日
お
よ
び
当
日
）
に
て
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。
白
色
粉
そ
の
も
の
は

い
た
し
ま
す
。
白
色
粉
そ
の
も
の
は

無
害
で
す
。

無
害
で
す
。

  

で
き
る
限
り
、
車
は
車
庫
に
入
れ
、

で
き
る
限
り
、
車
は
車
庫
に
入
れ
、

洗
濯
物
は
屋
内
に
干
し
て
い
た
だ
き

洗
濯
物
は
屋
内
に
干
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

車
や
洗
濯
物
な
ど
に
付
着
し
て
も
水

車
や
洗
濯
物
な
ど
に
付
着
し
て
も
水

で
洗
い
流
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
問
題

で
洗
い
流
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
問
題

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま

　
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。。

く
お
願
い
し
ま
す
。。

宇宙宇宙
センターセンター
ニュースニュース

宇宙科学技術館　☎㉖ 9244

火星探査機「ＨＯＰＥ」の
ミッションマーク

ステッカーの掲示
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薬
の
効
き
方
の
違
い

薬
の
効
き
方
の
違
い

　
　
　

公
立
種
子
島
病
院

　
薬
剤
師　
佐
藤 
一
枝

　
従
来
の
薬
物
治
療
は
、
症
状
が
同
じ
で
あ

れ
ば
、
同
じ
治
療
法
を
用
い
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
方
法
で
は
、
治
る
人
と
治
ら

な
い
人
、
つ
ま
り
薬
が
効
く
人
と
効
か
な
い

人
が
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
の
で
す
。

こ
の
違
い
、
個
人
差
は
ど
こ
か
ら
来
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　
薬
は
、
も
と
も
と
体
に
と
っ
て
は
異
物
と

し
て
認
識
さ
れ
、
水
溶
性
薬
剤
は
尿
中
へ
、

脂
溶
性
薬
剤
は
肝
臓
で
代
謝
後
、
胆
汁
や
尿

中
に
排
泄
さ
れ
ま
す
。病
気
、加
齢
等
に
よ
っ

て
腎
臓
、
肝
臓
の
機
能
が
低
下
す
る
と
、
体

内
か
ら
の
薬
物
の
排
泄
が
遅
れ
て
、
薬
の
作

用
が
増
強
さ
れ
、
副
作
用
の
発
現
頻
度
も
高

く
な
り
ま
す
。
投
与
さ
れ
た
薬
物
は
、吸
収
、

分
布
、
代
謝
、
排
泄
の
４
段
階
を
経
て
体
内

か
ら
消
失
し
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
の
代
謝
過

程
が
、
薬
効
発
現
に
大
き
く
影
響
す
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
肝
臓
で
の
薬
物
代
謝
に
は
多
く
の
酵
素
が

関
わ
っ
て
お
り
、
こ
の
代
謝
酵
素
の
活
性
の

違
い
が
、
薬
物
へ
の
応
答
性
に
現
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
代
謝
酵
素
の
一
つ
Ｃ
Ｙ
Ｐ
２
Ｄ
６

は
鎮
咳
薬
、
抗
精
神
薬
、
抗
不
整
脈
薬
等
65

種
類
以
上
の
薬
物
を
特
異
的
に
代
謝
し
ま
す

が
、
個
々
人
の
酵
素
活
性
の
程
度
に
よ
り
、

薬
効
、副
作
用
発
現
は
同
じ
で
あ
り
ま
せ
ん
。

　
風
邪
薬
を
服
用
し
た
と
き
、
眠
く
な
る
人

と
、
な
ら
な
い
人
が
い
ま
す
。
正
常
な
代
謝

活
性
を
持
つ
人
は
、
眠
気
を
あ
ま
り
感
じ
ま

せ
ん
が
、
酵
素
欠
損
の
た
め
含
有
成
分
プ
ロ

メ
タ
ジ
ン
を
代
謝
で
き
な
い
人
は
、
薬
物
が

長
時
間
体
内
に
と
ど
ま
る
た
め
、
副
作
用
の

眠
気
に
悩
ま
さ
れ
ま
す
。
こ
の
Ｃ
Ｙ
Ｐ
２
Ｄ

６
欠
損
の
発
現
頻
度
は
、
白
人
種
で
５
～

10
％
、
日
本
人
で
は
１
％
未
満
と
い
わ
れ
て

お
り
、
個
人
間
、
人
種
間
に
よ
っ
て
違
い
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
同
じ
薬
物
を
使
用
し
て
も
、

人
に
よ
っ
て
反
応
が
異
な
る
こ
と
は
よ
く
見

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
遺
伝
子
の
違
い
か
ら

き
て
い
ま
す
。
一
部
の
薬
物
で
は
、
治
療
前

に
遺
伝
子
検
査
を
実
施
し
て
、
薬
物
の
感
受

性
や
代
謝
能
等
を
あ
ら
か
じ
め
予
測
す
る
こ

と
で
、
個
々
の
患
者
に
最
適
な
薬
物
治
療
が

提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

健健
ひひ
公
立
種
子
島
病
院

　
☎
㉖
１
２
３
０

康康
ろろばば

「
ロ
ケ
ッ
ト
団
」
の
紹
介

「
ロ
ケ
ッ
ト
団
」
の
紹
介

　

茎
永
地
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
「
ロ
ケ
ッ
ト
団
」

で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

活
動
を
休
止
し
て
い
た
お
食

事
会
を
５
月
31
日（
日
）、３
ヶ

月
ぶ
り
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
初
、
お
弁
当
配
達
と
い

う
方
法
も
考
え
ま
し
た
が
、

緊
急
事
態
宣
言
も
解
除
さ
れ

た
事
や
、
高
齢
者
の
「
み
ん

な
で
食
べ
た
い
。」
と
い
う
希

望
も
あ
り
、
今
回
は
机
の
配

置
や
マ
ス
ク
着
用
、ア
ル
コ
ー

ル
で
の
手
指
消
毒
な
ど
、
感

染
予
防
に
配
慮
し
開
催
し
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
「
久
し
ぶ
り
。

元
気
だ
っ
た
か
。」
と
口
々
に

再
会
を
喜
び
合
い
、
ゾ
ウ
リ

エ
ビ
の
提
供
も
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
食
卓
が
鮮
や
か
に
な

り
、
久
し
ぶ
り
の
食
事
会
を

喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
事
も
考
え

な
が
ら
、
活
動
し
て
い
き
た

い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
元
気
に
こ
の

い
つ
ま
で
も
元
気
に
こ
の
ま
ち
ま
ち
で
…
で
…

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

☎☎
㉔
１
６
６
０
・
㉖
２
０
３
５

㉔
１
６
６
０
・
㉖
２
０
３
５
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広広  

田田  

遺遺  

跡跡  

ミミ  

ュュ  

ーー  

ジジ  

アア  

ムム  

だだ  

よよ  

り　り　
☎
㉔
４
８
１
１

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に

つ
い
て

　

広
田
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
赤
米

館
・
郷
土
館
で
は
、「
博
物
館
に
お
け

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
日
本
博
物
館

協
会
）
に
よ
り
、
次
に
該
当
す
る
方

の
利
用
自
粛
を
お
願
い
し
て
お
り
ま

す
。

・
37
・
５
℃
以
上
の
発
熱
が
あ
る
方 

・
咳
、
咽
頭
痛
な
ど
の
症
状
が
あ
る
方 

・
過
去
２
週
間
以
内
に
感
染
が
引
き

続
き
拡
大
し
て
い
る
国
・
地
域
へ
の

訪
問
歴
の
あ
る
方

　

ま
た
、
手
指
の
消
毒
や
飛
沫
対
策

な
ど
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
お

り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
ご
理
解
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

　

広
田
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
再
開

に
あ
た
り
、
広
田
遺
跡
語
り
部
の
会

の
皆
様
が
施
設
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
語

り
部
の
会
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

高
濃
度
エ
タ
ノ
ー
ル
商
品
「
Ｎ
Ａ

Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
７
７
」

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予

防
対
策
に
伴
い
、
町
か
ら
高
濃
度
エ

タ
ノ
ー
ル
商
品
「
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ

７
７
」
を
い
た
だ
き
、
町
内
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
事
業
推
進
協
議
会
の
所

属
会
員
（
８
法
人
）
に
配
布
し
ま
し

た
。
こ
の
商
品
は
上
妻
酒
造
（
株
）

さ
ん
が
南
泉
の
原
酒
を
再
度
蒸
留

し
、
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
を
77
％
ま
で

高
め
て
消
毒
用
と
し
て
作
っ
た
も
の

で
す
。

　
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
手
指
消
毒
及
び

テ
ー
ブ
ル
や
ド
ア
ノ
ブ
な
ど
身
の
回

り
の
除
菌
に
も
活
用
で
き
、
食
器
に

か
か
っ
て
も
安
全
と
の
こ
と
で
す
。

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
実
施
す
る

際
の
感
染
防
止
用
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

日
本
赤
十
字
活
動
支
援
資
金
に
つ

い
て

　
日
本
赤
十
字
活
動
支
援
資
金
募
集

へ
の
ご
協
力
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
皆
様
か
ら
の
ご
寄
付

は
様
々
な
赤
十
字
事
業
を
行
う
た
め

に
使
わ
れ
ま
す
が
、
特
に
災
害
救
護

事
業
に
お
い
て
は
、
被
災
者
支
援
の

た
め
医
療
救
護
活
動
や
救
援
物
資
の

備
蓄
・
配
布
、
救
護
訓
練
の
実
施
な

ど
に
使
わ
れ
ま
す
。
例
え
ば
２
千
円

で
避
難
所
で
の
生
活
に
不
可
欠
な
毛

布
を
１
人
分
、
３
千
円
で
マ
ッ
ト
、

枕
、
ア
イ
マ
ス
ク
を
セ
ッ
ト
に
し
た

「
安
眠
セ
ッ
ト
」
１
人
分
が
届
け
ら

れ
ま
す
。

　
な
お
、
実
績
に
つ
き
ま
し
て
は
、

９
月
発
行
の
社
協
だ
よ
り
に
て
ご
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

南種子町社会福祉協議会　☎㉖１７０３南種子町社会福祉協議会　☎㉖１７０３

来館時の検温チェック
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７
月
１
日
か
ら
受
付
開
始

７
月
１
日
か
ら
受
付
開
始

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
は
、

原
則
と
し
て
毎
年
度
申
請
す
る
必

要
が
あ
り
、
一
般
免
除
に
つ
い
て

は
、
例
年
７
月
１
日
か
ら
受
付
開

始
と
な
り
ま
す
。
未
納
の
ま
ま
に

す
る
と
、

①
年
金
受
給
権
を
得
る
た
め
の
要

件
（
年
金
加
入
期
間
）
に
算
入
さ

れ
ず
期
間
不
足
と
な
り
、
将
来
年

金
を
受
け
取
れ
な
く
な
る
場
合
が

あ
る
。

②
被
保
険
者
で
あ
る
期
間
中
に
、

ケ
ガ
や
病
気
で
障
害
や
死
亡
と

い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生
し
た

場
合
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る

場
合
が
あ
る
。

な
ど
の
不
利
益
と
な
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
と

に
か
く
、
相
談
す
る
こ
と
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

年
金
相
談
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

年
金
相
談
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

　　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所
に
よ
る

年
金
相
談
を
開
催
し
ま
す
。
年
金

請
求
に
か
か
る
各
種
申
請
手
続
き

や
、
こ
れ
ま
で
の
加
入
記
録
の
確

認
、
将
来
の
受
給
見
込
額
の
試
算

な
ど
、
年
金
に
関
係
す
る
こ
と
な

ら
、
何
で
も
ご
相
談
い
た
だ
け
ま

す
。
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
年
金
相
談
の
予
約
は
、

福
祉
年
金
係
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
ご
参
加
さ
れ
る
際
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
防
止
と
し
て
マ
ス
ク
等
の
着

用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■ 

日
時　
８
月
４
日
（
火
）

■ 

時
間　
午
前
11
時
～
午
後
５
時

■ 

場
所　
役
場
研
修
セ
ン
タ
ー

　

 

２
階　
大
会
議
室

■ 

準
備
す
る
も
の

　

 

年
金
手
帳
か
証
書
・
印
鑑
・
こ

　

 

れ
ま
で
に
届
い
た
通
知
書
・
本 

　

 

人
確
認
の
た
め
の
免
許
証
等

年
金
だ

役
場
保
健
福
祉
課

役
場
保
健
福
祉
課  

福
祉
年
金
係　

☎

福
祉
年
金
係　

☎
㉖㉖
１
１
１
１
（
１
３
５
）

１
１
１
１
（
１
３
５
）

よ

り

町
立
図
書
館
だ
よ
り

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
☎
㉖
６
６
９
０

★
寄
贈
図
書
の
紹
介

★
寄
贈
図
書
の
紹
介

　

志
學
館
大
学
・
鹿
児
島
女
子
短
期
大

学
の
教
授
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
南
種
子

町
島
間
に
ゆ
か
り
の
あ
る
瀬
戸
口
修
先

生
の
蔵
書
を
ご
遺
族
よ
り
多
数
ご
寄
贈

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

国
文
学
、
方
言
学
の
貴
重
な
図
書
が

多
く
、
町
民
の
皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ

け
れ
ば
と
お
も
い
ま
す
。

★
新
着
本
　
紹
介

★
新
着
本
　
紹
介

児
童
書
・
絵
本

児
童
書
・
絵
本

●
青
鬼

（
１
）
ジ
ェ
イ
ル
ハ
ウ
ス
の
怪
物

（
２
）
廃
校
の
亡
霊

（
３
）
真
夜
中
の
地
下
病
棟

（
４
）
ド
ク
ロ
島
か
ら
の
脱
出

（
５
）
ゾ
ン
ビ
だ
ら
け
の
遊
園
地

　
　
 （
ｎ
ｏ
ｐ
ｒ
ｏ
ｐ
ｓ
、
黒
田
研
二
）

●
ど
う
ぶ
つ
は
や
く
ち
あ
い
う
え
お

　

 （
き
し
だ
え
り
こ
、
か
た
や
ま
け
ん
）

●
わ
ら
べ
う
た
で
あ
そ
び
ま
し
ょ
！

　
　
　
　
　
　
　

 （
さ
い
と
う
し
の
ぶ
）

一
般
書

一
般
書

●
孤
絶　
家
族
内
事
件

　
　
　
　
　
　
　

 （
読
売
新
聞
社
会
部
）

●
ゴ
ー
ス
ト
血
管
を
つ
く
ら
な
い
33
の

メ
ソ
ッ
ド　
　
　
　
　
　

 （
高
倉
伸
幸
）

●
黒
武
御
火
神
御
殿　

三
島
屋
変
調
百

物
語
六
之
続　
　
　
　

 （
宮
部
み
ゆ
き
）

●
待
ち
遠
し
い　
　
　
　

 （
柴
崎
友
香
）

●
流
人
道
中
記　
上
・
下
（
浅
田
次
郎
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
他　
20
冊
♪

★
お
は
な
し
会
の
お
知
ら
せ

★
お
は
な
し
会
の
お
知
ら
せ

　
・ 

７
月
25
日
（
土
）
10
時
30
分
か
ら

　

お
は
な
し
子
ど
も
会
に
よ
る
、
楽
し

い
お
は
な
し
の
時
間
で
す
。
ご
家
族
お

そ
ろ
い
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
！

15　広報みなみたね　2020 年 7 月号
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南
種
子
町
に
は
多
く
の
伝
統
文

化
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
伝
統
文
化
に
つ
い
て
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

　

南
種
子
で
は
、
春
に
祈
願
し

た
五
穀
豊
穣
や
地
区
の
繁
栄
が

成
就
し
た
こ
と
に
感
謝
す
る
旧

暦
九
月
の
秋
祭
を
、願
成
就
（
ガ

ン
ジ
ョ
ー
ジ
ュ
）
と
呼
ん
で
い

て
、
江
戸
時
代
か
ら
民
俗
芸
能

を
各
地
区
の
神
社
に
奉
納
し
て

き
た
。

　

願
成
就
の
踊
り
に
は
、
大
踊

り
と
中
踊
り
が
あ
る
。
大
踊
り

は
、
大
太
鼓
・
イ
レ
コ
・
カ
ネ

を
打
ち
つ
つ
、
室
町
時
代
か
ら

江
戸
時
代
に
流
行
し
た
小
歌
を

唄
い
な
が
ら
踊
る
。

　

ア
カ
ベ
イ
ジ
ョ
ウ
と
呼
ば
れ

る
晴
れ
や
か
な
衣
装
や
美
し
い

笠
（
花
笠
）
を
被
る
な
ど
趣
向

が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
南
種
子
の

願
成
就
踊
り
は
、
鹿
児
島
県
を

代
表
す
る
風
流
な
踊
り
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
。

南
種
子
の
願
成
就
踊
り

わが家のわが家のアイドルアイドル

ご家族からひとこと

長
な が た

田　心
しんじゅ

珠ちゃん
平成 28 年 8 月 22 日生まれ
泰二朗さん・いずみさんの女の子（上中）

　家族のムードメーカー、次女しんじゅのおか
げで、わが家はいつも笑いが絶えません。
　これからも　天真爛漫に健やかに　成長して
ほしいです。

ご家族からひとこと

日
ひ だ か

髙　怜
れい

くん
平成 28 年 8 月 2 日生まれ
孔次郎さん・このみさんの男の子（茎永）

　妹と弟をいつも守ってくれる優しいお兄ちゃ
ん。
　仮面ライダーよりも強くてたくましい自慢の
我が子です。

平
山
仲
之
町
の
さ
ん
ご
踊
り
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社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
次
の

方
々
か
ら
香
典
返
し
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
故
人
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈

り
し
、
ご
芳
志
は
社
会
福
祉
事
業

推
進
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（　
）
は
続
柄
と
故
人
の
氏
名
（
敬
称
略
）

柳
田　
ム
ツ
子
（
夫
・
拓
男
）

岩
崎　
敏
文
（
姉
・
岩
﨑
美
子
）

西
園　
吉
晴
（
母
・
ツ
タ
）

（
氏
名
） 　
　

 　

       （
保
護
者
） 　

   　

   　
（
地
区
）

日ひ
だ
か髙　
彩さ
い
り里　
　
（
裕
幸
・
真
代
）　　
上
中

砂す
な
さ
か坂　
笑え

こ姫　
　
（
翼
・
歩
）　　
　
　
上
中

矢や

の野　
蒼あ
お
は波　
　
（
健
輔
・
尚
子
）　　
上
中

う
ぶ
ご
え

（　）は前月比

人の動き　5月31日現在
総人口（ 人 ） 5,584（－ 17）

男（ 人 ） 2,784（－ 12）
女（ 人 ） 2,800（－ 5）

世帯数（ 戸 ） 2,937（－ 7）

火災･救急出動状況
火 災 救 急

5 月 1 件 17 件
累 計 1 件 99 件

※累計は令和 2 年 1 月から

日 曜日 行事名 時間　・　場所 日 曜日 行事名 時間　・　場所

1 水 海開き（8/31まで） 浜田海水浴場 18 土 青少年育成の日

2 木 母子手帳交付 13：30～　研修センター 19 日 家庭の日

12 日 鹿児島県知事選挙 21 火 登記相談（要予約） 10：00～　研修センター

15 水 Ｈ-ⅡＡロケット42号機打ち上げ 午前5時51分27秒（日本標準時） 30 木 乳幼児健診 9：00～　福祉センター生きがい活動室

■行事・イベント等■行事・イベント等

（　）は昨年比

交通事故発生状況　6月15日現在
発生 死者 傷者

南種子町 1（± 0） 0（± 0） 1（± 0）
中種子町 1（－ 1） 0（± 0） 1（－ 1）
西之表市 3（－ 7） 0（± 0） 3（－ 11）

計 5（－ 8） 0（± 0） 5（－ 12）

町
民
の
う
ご
き

　
　
　
　
　
　（
5
月
31
日
ま
で
届
出
分
）

香
典
返
し
（
ご
寄
付
お
礼
）

　
　
　
　（
5
月
31
日
ま
で
届
出
分
）

■日曜祝祭日在宅当番医
日 在宅当番医 所在地 電　話

5 公立種子島病院 南種子町 26-1230

12 種子島医療センター 西之表市 22-0960

19 田上診療所 中種子町 27-0325

23 中種子クリニック 中種子町 27-3222

24 種子島医療センター 西之表市 22-0960

26 種子島医療センター 西之表市 22-0960

7 月の予定

お
く
や
み

（
氏
名
）　　
　
　

  　

  （
年
齢
）　 　
（
地
区
）

名
越　
チ
ズ
子　
　
85　
　
　
西
之

砂
坂　
太
一　
　
　
82　
　
　
西
之

中
畠　
正
信　
　
　
85　
　
　
平
山

小
囿　
ト
シ　
　
　
94　
　
　
茎
永

山
下　
ウ
ス
ミ　
　
96　
　
　
島
間

岩
﨑　
美
子　
　
　
86　
　
　
上
中

西
園　
ツ
タ　
　
　
94　
　
　
島
間

長
田　
千
鶴
子　
　
88　
　
　
平
山

■公立種子島病院の各科診療日
診療科目 診療日

小児外来 火曜と木曜の午後

眼科 6、7、20、21 日

耳鼻咽喉科 木曜

整形外科 火曜

消化器外科 火曜と水・木曜の午前

■日曜営業スタンド当番店
日 当番店

5 （有）永松産業　南種子給油所

12 （有）和人組　南種子給油センター

19 種子島石油（株）　南種子給油所

26 （有）船川石油店　上中給油所

※営業時間は午前 8 時～午後 6 時

７
月
31
日
（
金
）
は

国
民
健
康
保
険
税
第
２
期

の
納
付
期
限
で
す
。

納
期
内
納
税
に

心
掛
け
ま
し
ょ
う
！

第
42
回
ロ
ケ
ッ
ト
祭

開
催
中
止
が
決
定
！

　
今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
の
収
束
状
況

を
見
な
が
ら
、
祭
に
代
わ

る
イ
ベ
ン
ト
を
慎
重
に
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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赤
米
館
に
看
板
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

　

ミ
ニ
独
立
村
赤
米
の
ふ
る
さ
と
千

石
村
（
通
称:

く
き
な
が
千
石
村
）

よ
り
、
た
ね
が
し
ま
赤
米
館
に
杉
製

看
板
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
看
板
は
、
茎
永
在
住
の
大
崎
一
富

さ
ん
（
工
房
徳
平
）
が
千
石
村
か
ら

の
依
頼
を
受
け
て
製
作
さ
れ
ま
し

た
。

　

く
き
な
が
千
石
村
は
、
た
ね
が
し

ま
赤
米
館
の
開
館
を
き
っ
か
け
に
平

成
11
年
に
茎
永
の
地
域
お
こ
し
を

目
的
と
し
て
有
志
で
結
成
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
「
赤
米
サ
ミ
ッ
ト

２
０
０
０
ｉ
ｎ
千
石
村
」
の
開
催
、

茎
永
地
区
境
界
の
看
板
設
置
、
赤
米

「
た
ま
よ
り
姫
」
栽
培
・
販
売
、「
く

き
な
が
千
石
村
秋
祭
り
」
の
開
催
な

ど
様
々
な
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

く
き
な
が
千
石
村
長
の
石
堂
末
男

さ
ん
よ
り
「
千
石
村
も
結
成
20
年
を

迎
え
、
活
動
の
拠
点
と
し
て
き
た

赤
米
館
に
何
か
恩
返
し
を
し
た
か
っ

た
。
こ
れ
か
ら
も
赤
米
館
と
共
に

地
域
の
た
め
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。」

と
の
謝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

各　地　区　投　票　所
投  票  区 地区 投　票　会　場

第１投票区 上中 南種子町立中平小学校体育館
第２投票区 島間 南種子町自然の家体育館
第３投票区 西之 西之地区公民館
第４投票区 茎永 茎永地区公民館
第５投票区 平山 南種子町立平山小学校体育館
第６投票区 下中 南種子町立花峰小学校体育館
第７投票区 西海 西海地区公民館
第８投票区 長谷 長谷地区公民館

投
票
日
時

投
票
日
時  

７
月
12
日
（
日
）
午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

鹿
児
島
県
知
事
選
挙
の
お
知
ら
せ

○
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
期
間

　
６
月
26
日
（
金
）
か
ら 

　
７
月
11
日
（
土
）

○
期
日
前
投
票
場
所

　
役
場
研
修
セ
ン
タ
ー

　
１
階
　
西
側
会
議
室

○
期
日
前
投
票
時
間

　
午
前
８
時
30
分
か
ら

　
午
後
８
時
ま
で

問
い
合
わ
せ
先

　

町
選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
㉖
１
１
１
１　
（
内
線
３
３
５
）
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